
主なフードバンク活動の記録

【第１８回】１１月０８日（月）鴨志田地域ケアプラザ

【第1９回】１１月１０日（水）夢見堂

【第２０回】１１月１５日（月）鴨志田団地集会所

【第２１回】１１月２４日（水）夢見堂

★今後の食品配布会の開催予定★

１２月０８日（水）、２２日（水）夢見堂

１２月１２日（日）すすき野団地

１２月１３日（月）鴨志田地域ケアプラザ

１２月２０日（月）鴨志田団地集会所
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留学生と市民との交流促進によって異文化の理解を深める当会の国際的リビングラボ活動!!

リビングラボという言葉を聞いたことがあります

か？ 地域での生活をより良くするための活動を指

しますが、あるテーマについての革新的なアイデアを

出し合い、市民や企業、教育機関、行政などが共に研

鑽してサービスを創り出したり、商品開発をしたりす

るのが特徴です。

誰でも任意にリビングラボを名乗ることができ、特に

資格などは不要ですが、１人で行うことではなく連携

して取り組む活動なので、チームワークが重要です。

例えば、空き家問題を解決するために、市民、学生、

教授、企業、役所などがアイデアを出し合って、問題

解決をしながら何かしらの経済活動も生み出すとい

うものです。

国際文化交流研究会は１９８７年の設立以来、まさに

こうしたリビングラボ活動に相当する活動を行って

き

きています。横浜で学んでいる外国人留学生と地域の

日本人とのコミュニケーションを「食」を通して促進

し、お互いの暮らしの理解を深めるために文化的な背

景を尊重しながら問題を解決する活動を続けてきま

した。その活動の延長線上に、昨今注力している「フ

ードバンク活動」があり、食品配布を通して国際的な

交流を深めていくことを狙いとしています。

地元で開催される「夏祭り」や１１月に行われる「区

民祭」に留学生を案内するなどの地道な活動が地域の

皆様に理解されております。他団体の協力も頂きなが

ら進み、「継続は力なり」がモットーです。

２０２１年も早いもので１１月、１２月を残すばかり

となりましたが、外国にルーツを持ちながら日本に暮

らす方々と日本人の交流促進を、「食」を通して今後

も続けてまいります。

編集後記 １１月８日の鴨志田地域ケアプラザでの食品配布

会に、近くの寺家町にある「里のＥＮＧＡＷＡ」の農園などで活

動されているフランス人のアレックスさんがお見えになりまし

た。お話をお伺いしたところ、「里のＥＮＧＡＷＡ」には食品ロ

ス削減に興味があるお客様が多くお見えになるそうで、何かそう

した活動の支援をしたいということでした。さっそく１２月から

「里のＥＮＧＡＷＡ」にも食品ロス削減の促進をお願いしたいと

思います。少しずつですが、当会の活動が広がってきており、嬉

しい限りです。アレックスさんをご紹介下さいました依藤様にも

御礼申し上げます。（園） https://kokusaibunkalabo.com

「独立行政法人 福祉医療機構 社会福祉振興助成事業」
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